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 原型の 604 スピーカーが 1943 年

に導入されて以来､アルテックの

604“デュプレックス(Duplex)”は金を

払う価値がある最も素晴らしいラウ

ドスピーカーとして全てに知られま

した。現在長年にわたる調査の結

果､新しいアルテックの 604C“デュ

プレックス”がまさにオーディオ再生

に対するより高い基準として設定さ

れるためにここに存在します。604C

は 30から 22,000サイクルまでの音

を正確に再生し､ピークパワーで 50

ワットという許容入力を持っていま

す。驚くべきアルテックの 604Cをす

ぐに聞いてください。皆様は 604C

が世界で最も素晴らしいラウドスピ

ーカーであることを認めることでしょ

う。：604C の広告文章 

 

 

 

 

 

 

 左記の写真は原文では上の広告文といっしょの体裁になってい

るのですが､編集の都合で分離してしまいました。 

 

 “デュプレックス”ラインの新しい仲間である 12 インチの

601A と 15 インチの 602Aを聞くことを忘れないでください。

これらは家庭用に特別に設計されたものです。 
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フルレンジスピーカーの必要性は､1930 年代半ば

から後半にかけてのラジオの黄金時代に現れた。ラ

ジオの回路は一層洗練され､出力真空管やトランスフ

ォーマーもまた磨きがかかってきた。“高い忠実度

(High Fidelity)”という用語はもっと多く現れるようにな

ったラジオの広告で目立ってくるようになった。その

頃手に入るスピーカーは見劣りがするようになり､よい

ものでも全体の音楽スペクトラムを正確に再生するも

のであった。 

信号成分が盛り上がった低域と

高域の周波数を持っていた大部分

のスピーカーシステムは､一般的に

は 8,000 ㌟でカットされていた。 

McMurdo Silver,E.H.Scott,Zeni

th Scratpsphere 達がかかわってい

た初期のいくつかの高級ラジオは J

ensen 社の“Q”ツイーターのような

高い周波数帯域を再生するドライ

バーを使って広域再生を可能にしていた。このように

して高域特性は改善されたもののはっきりと必要とさ

れるもっと良い何かがあった。 

ジェームス・ランシング(James Lansing)氏が 1920

年代後半にスピーカーの製作を始めた。1937 年まで

に彼は 15 ㌅のエレクトロ・ダイナミックタイプの低域ド

ライバーとマルチセルラホーンに取り付けた特製の高

域ドライバーを使ったことを特長とする特別な⒉ウェ

イ・エンクロージャーを完成させた。この新しいスピー

カーシステムであるモデル８１２(＄246.00)は“アイコ

ニック(Iconic)”と呼ばれた。この製品はレコーディン

グスタジオのモニタースピーカーとして販売されたが､

有名なラジオ製造会社である E.H.Scott からも特別

発注品としていくつかのラジオ･セットと一緒に販売さ

れた。キャビネットは実用的な灰色仕上げまたはつや

がある銀色か乳白色をした青銅色仕上げに仕様が

決められたコンソールシステムとしてのモデル８１６

(＄296.00)のどちらかであった。両

スピーカーシステムともに＄50.00

で作られた別売りのパワーアンプと

一緒に使うことが可能であった。

1940 年代の前半にアイコニックが

＄34.00 追加をすれば永久磁石の

スピーカーを作ると提案した。この

スピーカーは現在非常に希少価

値となっており､ほんの数点しか実

際に存在していない。 

他のスピーカーメーカーも､分離した高域ユニット

をウーハーの前に取り付けた “ コアキシャル

(Coaxial) ”設計を導入して複合型スピーカーを出し

抜こうとした。最初の広範囲に使用可能なコアキシャ

ル･スピーカーは 1940 年に発表されたジェンセン社

の15㌅ JHP-５１コアキシャルであった。しかしながら

この製品は劇場やスタジオ用途として限定して使わ

れた。 

アルテックの始まり 

 ２０世紀の最初の半分はウェスタン･エレクトリックが

オーディオ･テクノロジーのリーダーとして常に存在し

ていた。 

1920 年代､1930 年代にはウェスタン･エレクトリック

社の Electorical Research Products Incorporated 部

門がオーディオとその関連技術の周辺を刈り取る作

業を常におこなっていた。しかし 1938 年に米国連邦

政府はWEが重要な軍需用コミュニケーション技術に

十分な資産を使っていないと感じた。その結果､同じ

年にWEの音響ビジネスは“オールテクニカルサービ

ス(All Technical Services)”と呼ばれる分離したビジ

ネスに譲渡された。一年後その名前は“アルテック

(Altec)”と省略された。 

1940 年代初期にアルテックは高品質なフルレン

ジ･スピーカーシステムに関する市場調査をおこない､

劇場におけるビジネス経験から課題を正しく用意した。
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６０４のプロジェクトは 1941 年にジョン･ヒラード(John 

Hillard)氏とジェームス･ランシング(James Lansing)

氏を含むアルテックの技術者たちにより始められた。

彼らの目標は､録音技術者やラジオ局で使われるに

あたって､連続的に使用しても頑丈なフルレンジ･スピ

ーカーシステムを設計することであった。彼らは６０４

を非常な高能率(105 dB/watt)を持ち､信頼性があり､

連続的な使用に耐え､一つのユニット(低域)から他の

ユニット(高域)へなめらかにつながり､聞き手の疲労を

減らすように低い歪になるように設計した。映画学会

(Society of Motion Picture)とテレビ技術者展示会

(Television Engineers trade show)に1943年10月に

紹介された最初の６０４シリーズは､即座に成功をおさ

め､録音技術者たちとラジオ局に非常にはやることに

なった。 

ウーハーとその中間を貫通した高域ホーンの両方

ともエレクトロ･ダイナミック設計であった。ドライバー

は1,000㌟でクロス･オーバーが取られていた。DC電

源からの分離電圧を使ってスピーカーの磁界を作り

出した。６０４デュプレックス･スピーカーは皺がついた

黒色塗装仕上げがなされており､戦時の材料不足に

よると思われる非常に低い生産形状をしていた。 

戦後と６０４ 

 1945 年の終わりにアルニコ５(ALNICO 5)永久磁石

が使われた１５インチの６０４Ａランシング“デュプレッ

クス”(＄125.00)が紹介された。このスピーカーの最

大パワー定格は 25 ㍗RMSで 50 から 15,000 ㌟の周

波数特性を持っていた。ウーハー(アルテックの５１５

Aと同等)は巻き紙サラウンド(Rolled Paper Surround)1

が使われ､高域ユニット(アルテックの８０２と同等)につ

いてはダイアフラム形式のユニットと６セルのホーンが

特長となっている。この６０４はこれ以降のモデルより

も深いスピーカー“バスケット”が特長となっている。６

０４のインピーダンスは 20 ㌊。分離した 1,000 ㌟のク

ロスオーバーが可能。仕上げは皺が付いた黒色にな

っており､IDラベルは赤､白そして青の色付けがなさ

れている。 

 ６０４デュプレックスは､戦後期から 1960 年代にわた

ってアルテックで製造されたシルバーグレイの６１２Ａ

/Ｂそして６１４Ａ/Ｂ/Ｃ“最適”キャビネットに通常は

組み込み可能。古い録音スタジオの写真にはアルテ

ックの６１２キャビネットがモニタースピーカーとして

度々見かけられる。 

 ６０４は教会､ラジオ局､テレビ局､録音スタジオ､そし

てＳＲの市場に通常売られた。皆が持っている戦後

から60年代半ばまでのレコード収集品の大多数の録

音は､数種類のアルテック６０４をモニターとして使っ

てなされた。大多数の録音とライブの放送はたくさん

 
1 この訳についてご存知の方は教えてください。 

の中域を持っていたので､技術者達は低域と高域の

“縁”の音質について心配していた。だから６０４は大

部分の中域を目だたさせなかったのでこれらの環境

の中で人気があった。多くのパワーアンプと使っても

６０４は“中域内の欠損”というサウンドの性格を作り出

すことができる。正確な再生をおこなうために､録音エ

ンジニア達は録音されたものを家庭のハイファイスピ

ーカーで再生する場合に録音時の音質を立証すると

いった色々な状況で使われる周波数相殺について

補正をしなくてはいけない。６０４デュプレックスは

1945-1948 にわたって生産され､その自然な音の性

格により世界中の収集者により捜し求められた。 

 アルテックは６０４Ｂ(＄125.00)を原型６０４の改良バ

ージョンとして 1948 年に発表した。この製品は１６オ

ームのインピーダンスで､Ｎ-１０００(＄18.00)という固

定した 1,000 ㌟のクロスオーバーを使っていた。この

ユニットは同じ皺のよった黒色仕上げであったが､後

期の黒色で金色のＩＤ名板を使っていた。パワー定格

は 25 ㍗でそれ以外の仕様は良く似ている。ユニット

の重量はクロスオーバー込みで 40 ㍀であった。



 

５０年代の６０４

放送局と

レコーディ

ングスタジ

オの市場

が拡大して

いくにつれ

て､アルテ

ックは 1952

年に６０４C

(＄156.00)を発表した。クロスオーバーポイントが1,60

0 ㌟に変更されＮ-１６００ネットワー

クが付いて販売されるようになった。

定格パワーは35㍗。その仕上げは

有名な緑青色のメタリック・ハンマ

ートーン塗装で金色のID名板が付

いていた。ウーハーの回りは性能を

向上させるためにゴムをしみこませ

た材料に改善された。ウーハーは

改良されたアルテックの５１５Ｂユニ

ットに類似したもので､高域のユニットは改良された８

０２Ｂユニット

に似たもの

であった。６

０４Ｃは１９５

８年ごろまで

生産がなさ

れ､６０４の中

では一番あ

りふれたものであった。６０４Ｃは50,000台以上生産さ

れたものと推定される。 

 1957年にアルテックは６０５デュプ

レックスを発表し､1960 年にもっと

小さなマグネット構造を持ったやす

いコアキシャル･スピーカーとして６

０５Ａ(＄177.00)を発表した。６０５は

巻き紙サラウンドを特長としていた。

６０５Ａはプリーツ状になって薬品

処理されたサラウンドを特長として

いた。ウーハーはアルテックの４１６

に高域ユニットは８０６ホーンドライバーに似ていた。

4 
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パワー定格は 35 ㍗ RMS であり､周波数特性は 30 か

ら 22,000 ㌟であった。 

 アルテックの６０４Ｄ(＄189.95)が 1958 年に発表さ

れ､1964年まで製造された。この製品は６０５Ｃに非常

に似ているが低域のコーン紙､低域サスペンションが

改善され、低域の歪を少なくするためにポールピース

が再設計された。クロスオーバーについてはなめらか

な 12ｄＢ/ｏｃｔの減衰率を持ち､高域の減衰量を調整

できることであった。 

６０年代､７０年代そして６０４ 

 1965年から 1972年にわたって６０４Ｅ “スーパー･

デュプレックス(Super Duplex)”コアキシャル･スピーカ

ー(＄179.00-195.00)がアルテックによって生産され

た 。パワ

ー定格は

35㍗RMS

だった 。

周波数特

性 は 20

か ら

22,000 ㌟

以上でクロスオーバー周波数が 1,500 ㌟に代えられ

た。スピーカーの能率は 4 ㌳離れた地点で 101ｄＢ/

㍗だった。スピーカーの仕上げはつやがある白色で､

マグネット構造部は明るい灰色で仕上げられていた。

ＩＤ名板はスティックオン2タイプであった。ウーハー部

分は 3 インチの銅巻き線ボイスコイルを使ったプリー

ツ状3で薬品がしみこまされたサラウンド4を特長として

いた。６０４Ｅの高域特性は改良された 2.25 ㌅のアル

ミニウム高域ダイアフラムのおかげで 22,000 サイクル

以上延びていた。使われていたホーンは6セルで､40

×90 度の指向角度を持った高圧縮ユニットであった。

より大きなパワーを持った製品であった６０４-Ｅ２5は

70 年代に生産された。６０４Ｅは裸のままでも使うこと

ができたが､８５７Ａ,８５８Ａ(Carmel)､８５５Ａ(Malibu)と

いったアルテックのエンクロジャーに組み込んで使わ

れた。 

６０４-８Ｇは1973年から79年にわたって生産され､

 
2 この詳細についても教えてください。 
3 おそらくギャザード･エッジ 
4 ダンピング剤を使用しているものと思われる 
5 この製品についてご存知の方は教えてください。 

ダークグレイのハンマートーン仕上げがなされていた。

クロスオーバー周波数は1,500㌟であった。定格パワ

ーは５０㍗ＲＭＳ､周波数特性は30から22,000㌟であ

った。６０４-８Ｇもまた 8 ㌊のインピーダンス

で､家庭用のオーディオマニア市場を志向

していた。通常はアルテックのモデル１７キ

ャビネットに組み込まれていた。 

アルニコ５を使った最後の６０４は8㌊のイ

ンピーダンスを持った６０４-８Ｈで､1980 年

から 1981 年というほんの短期間だけ製造さ

れた。高域ドライバー(タイプ９０２)は独創性

を持った“タンジェリン”フェーズプラグを使ったことを

特長とし

ており､青

い色のプ

ラスチック

を使って

一つのセ

ルを持っ

たウーレイ社(UREI)のホーンに供給された。驚異を持

って見られた 1,500 ㌟のクロスオーバーは今までのも

のとは異なっており､中域と高域の 2 箇所の調整ポイ

ントを持っていた。６０４-8Ｈは特に希少で､アルテック

のスピーカーファンにとっては６０４の中でも最高のバ

ージョンであると考えられている。 

 アルテックにより

供給されたこのス

ピーカーの最後

のバージョンは､

1980 年代初頭に

生産され始めた６

０４-８Ｋである。磁石はウーハーとツイーターともにセ
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ラミックで､同軸ホーンはタンジェリンタイプ･フェーズ

プラグを使った高域部分を組み込んだマンタレイタイ

プであった(注:６０４-８Ｈも同じ高域構成)。周波数特

性は 20 から 20,000 ㌟でパワー定格は 65 ㍗ RMSで

あった。６０４-８Ｋのもっと大きなパワーを持ったモデ

ルが９０４-８Ａで 120 ㍗ RMS という定格を備えていた。

1980 年代初頭にはウーレイ社はそのスピーカーシス

テムのある部分に６０４スピーカーのフレームを使った

ようだ。 

良い物体をもっと良いものに作り続ける 

 おおよそ 1,000 から 2,000 ㌟のクロスオーバーポイ

ントを持った６０４は､2,000から4,000㌟の聴取範囲で

中域が 4-6dB 盛り上がっていた。1971 年ハリウッドで

マスタリング･ラボ(mastering Lab)というスタジオを経

営していた録音技術者ダグ･サックス(Doug Sax)氏は

オリジナルのアルテックのものよりも良い性能を持っ

た特別なクロスオーバーを開発した。マスタリング･ラ

ボのクロスオーバーは､40 ㌟の低域と 15,000 ㌟の高

域をブーストし､耳につく 2,000 から 4,000 ㌟のピーク

を平坦化した。 

 マスタリング･ラボのクロスオーバーはアルテックに

提供されたが､アルテックはその方向に進もうとはしな

かった。サックス氏はコネチカット州にあるスタジオ設

計とコンサルティング業のオーディオテクニック･オブ･

スタンフォード社(Audiotechniques of Stamford)にこ

のクロスオーバーを持ち込んだ。オーディオテクニッ

ク社はこのクロスオーバーを気に入り､ＭＬクロスオー

バーをスタジオ改修製品やレッドシリーズ･スタジオモ

ニターとして提案した。キャピタル･レコードによって

デザインされたビッグ･レッドモニターには６０４-Ｅ２が

密閉された６立方フィートのキャビネットに組み込まれ

ていた。周波数特性は±2ｄＢの偏差がある 40 から

17,000 サイクルで､音圧レベルも増加していた。スー

パー･レッドは６０４-Ｅ２と１５インチの低域ウーハーを

1,000㌟でクロスオーバーを取って加えた12立方フィ

ートの密閉エンクロージャーを使っていた。おおよそ

1,000 ペアーのレッドシリーズ･モニターが 70 年代と

80 年代初頭に販売された。

６０４シリーズから最高のサウンドを再生し続ける 

 ６０４は非常に凝った造りをしているはずだ。６０４は

ソリッドステートのパワーアンプや大きなパワーをもっ

た真空管パワーアンプと一緒に使うと硬くてホンキー

なサウンドを再生してしまうので最高の組み合わせで

はない。同じく聞き手がスピーカーのすぐそばに居る

ような小さなリスニング･ルームで使っても同じことにな

る。後期の６０４に対する究極のセットアップはマスタリ

ング･ラボのクロスオーバーを使うことだが､この製品

は極めて少ない。代替手段は 2,000 から 4,000 ㌟の

ピークを平坦化するクロスオーバーを設計することで

す。 

 現行の製品の中で､ブルック社の１２Ａ３､クラフツメ

ン社の５００､リーク社のＴＬ-１２ｓといった低いパワー

を持った三極管を使ったパワーアンプと一緒に使っ

た６０４からは最高のサウンドが出てきます。６０４シリ

ーズは低域スピーカーにはプッシュプルのアンプを､

高域ホーンには低いパワーの三極管またはシングル

エンドのアンプを使ったバイアンプシステムでも使うこ

とができる。エンクロージャーは少なくとも６立方フィ

ート、最適なものは１０立方フィーとにすべきで､低域

リフレックス･ポートが付いたものにする。アルテックは

６０４を組み込む幾つかのスピーカーエンクロージャ

ー･プランを出版していた。良い三極管､バイアンプ設

定､適切なキャビネットそして良いクロスオーバーと一

緒に使うことで､６０４は素晴らしい性能になるはず

だ。 

 この記事はVacume Tube Valley 1995-1996Ｗｉｎｔｅｒ

号の許可を得てリプリントされた。
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ＶＴＶ社の編集者である Charles Kittleson 氏はシリコンバレーを基盤にした技術者、ミュージシャンそして 優

れた音響専門家

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バキューム・チューブ社の広告ロゴです。全体がコーン紙の形にまとめられています。 

 

 

アルテック・ファミリー倶楽部 
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永遠の 

６０４ シリーズ 
 

 

２００３年 新しい６０４が誕生します！型番は６０４－８L。 

マスターリングラボのネットワークを使っています。 

 

 １９４４年に＜６０４Ｅ＞を発売を開始して以来＜６０４ｰ８Ｇ＞､＜６０４ｰ８Ｈ＞,＜６０４－８Ｋ＞､＜６０４ｰＨＰＬ

Ｎ＞､＜９０４ｰ８Ａ＞､＜６０４ｰ１６Ｘ＞､＜６０４ｰ１６８Ｘ＞にいたるまで､アルテック･ランシングは一貫したポリシ

ーに従って＜６０４ シリーズ デュプレックス(DuplexＲ)ラウドスピーカ＞を製造し続けてきました。 

 

・マルチセルラホーン/マンタレイホーン™を使っている 
・タンジェリンフェーズプラグ™を使っている 
・クロスオーバーネットワークが付属している/バイアンプ駆動である 

・ダイアフラムがアルミ合金である/シンビオテック™である 
・ハイパワーのコーン紙を使っている(低域周波数を犠牲にしている)/通常のコーン紙を使っている 

・低域と高域でインピーダンスが異なる製品がある（604-168X） 

 

アルテック・ランシングが執念とこだわりをもって数々の６０４シリーズ・ラウドスピーカーを発表してきました。 

 この＜６０４ シリーズ デュプレックス(DuplexＲ)ラウドスピーカ＞のサウンドの区別が付かないのであれば､こ

れからご説明することを見ていって下さい。少しはその違いがはっきりしてくることでしょう。 

 ６０４はラウドスピーカ単体というよりも＜コーンタイプのウーハ＞､＜高域のホーン＞そして＜コンプレッション

8 



ドライバ＞を備えたシステムとして考えるべきなのです。 

 これらの同じ形状のフレームでありながら､それに使われているコンポーネントがたまたま多少異なったサウ

ンドを発生するという事実が､アルテック･ランシングが＜６０４ シリーズ デュプレックス(DuplexＲ)ラウドスピーカ

＞を製造する上で､また皆様が＜６０４ シリーズ デュプレックス(DuplexＲ)ラウドスピーカ＞を使う上で制限がな

いことを物語っています。 
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６０４-８Ｈの断面図

 

 



６０４ モニターシリーズ 
 

６０４Ｅ デュプレックス™・ラウドスピーカー 
 

 
アルテック・ランシング最初のモニタース

ピーカーシステムで､６１２Ａエンクロージ

ャーに組み込まれて一斉を風靡しました。

６１２Ａはハンマートーンのシルバー塗装

がなされ､銀箱とも呼ばれていました。 

10 

１９４４年に発売が開始されて以来､今も

って多くのレコーディングスタジオで標準

モニターシステムとして使われています。 

決して時代遅れにならない実績と評価

がその実力を物語っています。 

オーディオ・テクニックス社が販売をした

＜ビッグ・レッド＞スピーカーシステムとし

てＯＥＭ供給されていました。 

 

・マルチセルラホーンを使用 

・１５インチフレーム 

・低域は８オームから１６オームまで対応可能という不可解な記載がされていた 

・高域は１６オーム 

・アルニコ･マグネットを使用 

・クロスオーバーネットワーク駆動 

・ネットワークは付属品として同梱されていた 

 

６０４シリーズの中では６０４Ｅだけが１５インチフレームを使っています。 

６０４Ｅの指定エンクロージャーは６１２Ａで､メタリックシルバー塗装がなされた美しいスピーカーシステムでし

た。 



６０４-８Ｇ デュプレックス™･ラウドスピーカ 
 

 １６インチフレームの最初の製品

として発表されました。その結果

前面取りつけが容易になりまし

た。 

ラスベガスヒルトンホテルのシー

リングスピーカーシステムとして､

大量に使われた写真が残ってい

ます。 

ＵＲＥＩ社が発表したネットワーク

で高域と低域のタイムアライメント

をとることができる８１３モニタース

ピーカーシステムのユニットとして

ＯＥＭで供給されました。 

 

・マルチセルラホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域､低域とも８オーム 

・アルニコ･マグネットを使用 

・クロスオーバーネットワーク駆動 

・ネットワークは付属品として同梱されていた 

 

A&M スタジオで使われた６０４Ｅ 
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６０４-８Ｈ デュプレックス™･ラウドスピーカ    

 

きました。(デュアル･イコライゼーション) 

ク駆動(デュアル･イコライザ) 

て同梱されていた 

 

 

 

６０４-８Ｈを組みこんだ６２０Ａスピーカーシステム 

 
６０４-８Ｇの後継機種で､高

域の周波数帯域を広げ､音響

出力を上げるタンジェリン･フェ

ーズプラグ™が使われ､高域
の指向性能を一定に保つマン

タレイホーン™が使われまし
た。 

中域と高域のレベルを調整

するためにそれぞれ１個ずつ

のボリュームを取りつけて､２

ウェイのモニターシステムであ

りながら３ウェイのシステムに

匹敵する性能を出すことがで

 

・マンタレイホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域､低域とも８オーム 

・アルニコ･マグネットを使用 

・クロスオーバーネットワー

・ネットワークは付属品とし

 

 



６０４-８Ｋ デュプレックス™・ラウドスピーカ 
 

 フェライト･マグネットを最初に使用した

＜６０４  シリーズ  デュプレックス

(Duplex)ラウドスピーカ＞です。＜６０４ｰ

８Ｈ＞の特徴を全て備えた新しい標準モ

ニターは繊細感を加えましたが､著しい

性能向上を図ることができました。A/B

ブラインド･テストをすれば皆様はわかっ

ていただけるものと考えています。(私共

としては＜６０４ｰ８Ｈ＞よりも＜６０４ｰ８

Ｋ＞の方がはるかに好きなサウンドをし

ています。) 

多くの専門劇場のウォールスピーカー

システムとして大量に使われました。 

・マルチセルラホーンを使用 

用 

動(デュアル・イコライザ) 

 

デュアルイコライザ･ネットワークの調整 
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システムやシーリングスピーカー

 

・１６インチフレーム 

・高域､低域とも８オーム 

・フェライト･マグネットを使

・クロスオーバーネットワーク駆

・ネットワークは付属品として同梱されていた 

 

アルテック・ランシングの６０４-８Ｈならびに６０４-８Ｋデュプレ

域と広域を別々に

調整できるデュアル・イコライザが使われています。 

クロスオーバー周波数は１､５００Ｈｚですが､低域は１２ｄＢ/ｏｃ

ｔ､高域には１８ｄＢ/ｏｃｔのフィルターが使われています。 

  

２ウェイ･クロスオーバーネットワークとして使う場合 

 

ネットワークの真中に付いているスイッチを＜ＯＵＴ＞位置になるように設定してください。 

この設定状態では､１､５００Ｈｚ以上のサウンドを全体的に調整することになり､下側に付いているボリューム

<H.F.ATT>を反時計方向に廻すと高域の音量が少なくなり､逆に廻すと音量が大きくなります。上側に付いてい

るボリュームは何の働きもしません。 

 

 

ックス・ラウドスピーカーのネットワークには中



このモードは比較的大きな空間でサウンドを再生する場合に有効です。 

 

中域と高域を別々に調整する 
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ネットワークの真中に付いているスイッチを＜IN＞位置にします。 

上側のボ レベルが変わり､下側のボリュームを廻すと中域の再生レベルが変わ

ります。 

モニター 使う場合や､ご家庭でお使いになる場合に適しています。 

 

 

 

リュームを廻すと高域の再生

･スピーカーシステムとして
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ミュージカル･サウンド バージョン 
 

 ６０４シリーズをもっと大きな入力を入れて使いたいという要求から生まれたシリーズです。 

 

９０４-８Ａ デュプレックス™・ラウドスピーカー 
 

６０４の長所を継承している＜９０４ｰ８Ａ＞は､大

きなパワーを必要とする＜エンターテイメント･シス

テム＞の分野に６０４の使用用途を拡大してくれま

す。一つのフレームにホーンとウーハが付いた＜９

０４ｰ８Ａ＞は､アルテック･ランシング独自の＜シン

ビオテック(SymbiotikＴＭ)高域ダイアフラム＞､アルテ

ック･ランシング独自の＜タンジェリン･フェーズプラ

してアルテック･ランシング独自の＜ハイ

す。 

ム＞となります。

＜９３４ スピーカーシステム＞２台はほとんどのハッチバックタイプの自動車後部に積むことができるものとは

思いますが､そんなことはあてになりません。＜９３４ スピーカーシステム＞は同じ大きさのスピーカーシステム

の２倍の《パンチ感》があります。＜９３４ スピーカーシステム＞は＜ＰＡ＞､＜モニター＞そして＜電気楽器の

再生システム＞として使ってみて下さい。 

ただし､＜ベースギター＞や＜オルガン＞のサウンド再生にはお勧めできません。 

 

・マルチセルラホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域､低域とも８オーム 

・フェライト･マグネットを使用 

・クロスオーバーネットワーク駆動(デュアル・イコライザ) 

・ネットワークは付属品として同梱されていた 

 

 

 

 

 

グ™＞そ
パワー･ボイスコイルを使った低域コーン紙＞を採

用していま

＜９３０ エンクロージャ＞に組み込むことによって＜９０４ｰ８Ａ＞は＜９３４ スピーカーシステ

 

 

 



６０４のマルチ駆動 
 

６０４-ＨＰＬＮ デュプレックス ・ラウドスピーカ™  

した製品です。 

大きなパワーを必要とする＜２ ｳｪｲ＞または＜３ ｳｪｲ＞で

のマルチ駆

デュプレッ

近代的な

送を受けら

ﾑ＞にして

＜６０４ｰ

ルミニウム

ズプラグ＞

力を持った

 

 

  

 ６０４-８Ｇをバイアンプに
 

動用に設計がなされた最初の＜６０４ シリーズ 

クス(Duplex)ラウドスピーカ＞です。 

設計がなされたパワーアンプから理想的な電力伝

れるように低域は＜８ ｵｰﾑ＞に高域は＜１６ ｵｰ

あります。 

ＨＰＬＮ＞はアルテック･ランシング独自の＜軽量ア

･ダイアフラム＞､＜タンジェリン(TangerineＴＭ)フェー

そしてアルテック･ランシング独自の＜大きな耐入

低域コーン紙＞を使っています。 

・マルチセルラホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域は１６オーム､低域は８オーム 

・アルニコ･マグネットを使用 

・バイアンプ駆動 
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６０４-１６８Ｘ デュプレックス™・ラウドスピーカ 
 

＜６０４ｰＨＰＬＮ＞の磁性体をフェライトに置き換えたのが＜６０４ｰ１６８Ｘ＞で､＜マンタレイホーン＞を使って

ｳｪｲ＞ま

ｳｪｲ＞システムとして使う場合にはその中域に＜ＭＲ９４Ｂ マンタレイホーン＞と＜２９９ｰ８Ａ コンプレッ

ション･ドライバ＞を使ってみるのも面白いと考え

 

・マンタレイホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域は８オーム､低域は１６オーム 

・フェライト･マグネットを使用 

・バイアンプ駆動 

 

 

６０４-１６Ｘ デュプレックス™・ラウドスピーカ

います。＜６０４ｰ１６８Ｘ＞はその姉妹機である＜６０４ｰ１６Ｘ＞と共に大きなパワーに対応できる＜２ 

たは＜３ ｳｪｲ＞のマルチ駆動用に設計がなされました。 

＜３ 

ます。 

 

 

０４ｰ１６８Ｘ＞の低域､高域とも＜16 

６０４ シリーズ デュプ

レックス(D ＞を使わなくてはならない場合

に特に利点を発揮してくれます。例えば４台の＜６０４ｰ１６Ｘ＞

の低域を ネルをつかって並列結

合で駆動する場合に非常に有効な選択となりました。 

604-168X/604-16X → 

 

・ マルチセルラホーンを使用 

・１６インチフレーム 

・高域､低域ともに１６オーム 

・フェライト･マグネットを使用 

・バイアンプ駆動 

 

 

 

 
  ＜６０４ｰ１６Ｘ＞は＜６

ｵｰﾑ＞となったバージョンで､複数の＜

uplex)ラウドスピーカ

パワーアンプの片方のチャン

 



６０４シリーズのエンクロージャ 

 ６０４Ｅを除くユニットには､６２０Ａ､６１２Ａというエンクロージャが用意されていました。 

ャ 

６１２ エンクロージャ 

 

 

６２０ エンクロージ
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660044--88LL  
 

z マスタリングラボのクロスオーバネットワーク採用 

z マンタレイホーン 

z フェライトマグネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

604-8L ワーク 

 

 
 
 
 
 
 

クロスオーバネット
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604はいつの時代でも放送局､スタジオ､文化会館のモニター用スピーカーシステムとして使われて

きました｡604 は他のスピーカーユニットと比べて透明感のあるサウンドを目指してきました｡ 

 Doug and Sherwood Saxが開発した604を基本にし

たネットワークを使ったモニタースピーカが世界 著

名なスタジオで 800 台以上使われました｡ 

 UREI を始めとしたスピーカ製造会社が 604 を使っ

た製品を作り､スタジオのモニターとして販売してきま

した｡ 

 現在ではデジタルに対応できるラウドスピーカとい

う言葉がまかり通っています｡多くの製造会社が

新しい製品だけをデジタル再生時に現れるダイナミ

ックなサウンドに耐えることができると言ってそのスピ

ーカを販売しています｡どれもがアルテック・ランシン

グの 604 が備えている信頼性から遠ざかってしまっ

品だけでなく､最も新し

いても､デジタル時代でも

その真価を発揮します｡実際 604 はデジタルサウンド

を最高の音質で再生してくれます｡ 

売された 604-8L は低域と高域

が同 ュプレックス･スピーカです｡38ｃｍ（15 ｲﾝﾁ）の直径を持った低域と

25mm ッションドライバが､40cm(16 ｲﾝﾁ)のダイキャストフレームに取り付

けられています｡低域と高域が別々のマグネットで駆動されているため､電磁気的にも､電気的にもそ

して物理的にもお互いの影響を受けず､歪の少ないサウンドを再生できます｡ 

 604-8L に使われているネットワークは､世界中のスタジオで使われていたマスタリングラボの回路を

踏襲しています｡中域と高域を独自に調整できるデュアル・イコライザとなっています｡1,500Hzで低域

と高域のクロスオーバがとられていますが､低域は 12dB/oct､高域は 18dB/oct のフィルタが使われて

います｡ 

 604-8L は滑らかな周波数特性を維持しながら大きな

出力を出す能力を持っています｡特に中高域について

は一定した指向性を持つマンタレイホーンを使い広い

角度で放射してくれます｡スピーカーシステムの軸上だ

けでなく､広い範囲にわたってサウンドをサ－ビスできま

す。軸上の一点だけが最高のリスニングポイントというこ

とがなくなりました｡ 

 家庭で忠実度の高いサウンドを再生するだけでなく､放送局やスタジオ､文化会館のモニター･スピ

ーカーシステムとして､会議室のメイ を持つ施設の天井スピ

ーカーシステムとして多くの用途に使うことができます｡ 

の

最も

ているのです｡604 の古い製

い製品である 604-8L につ

 ２００3 年､新たに発

軸上に配置された真のデ

(1ｲﾝﾁ)のスロート径のコンプレ

ンスピーカとして､6 メ-トル以上の天井高
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604-8L 
周波数特性  40 Hz – 20,000 Hz 

低域再生限界 40 Hz (-10 dB) 

感度 98.5 dB SPL 

定格入力 75 W (連続) 300 W (peak) 

最大出力 (1m) 123 dB SPL (peak) 

指向角度 60度 (水平)､40度(垂直) 

指向係数 （Q） 15.67 

指向指数 （DI） 11.95 dB 

インピーダンス Nominal 8.0 ohm Minimum 8.5 ohm at 12kHz 

THD 1.25 % 

使用コンポーネント 
高域：1.0 ｲﾝﾁコン

低域：15 ｲﾝﾁ高能率､低域ドライバ 

プレッションドライバとマンタレイホーンの組み合わせ 

クロスオーバ周波数 

(ネットワーク使用時) 
1,500 Hz 

入力コネクター 低域､高域個別にネジ取り付け端子 

高域 34647 
交換パーツ 

低域 R-604-8L 

直径 406 mm 

取付け径 381 mm 

開口径 359 mm 
寸

奥行き 224 mm 

法 

重量 15.4 kg 

Fs 24 Hz 

Vas 509.7 liters (18.0 ft ) 3

Qts 0.9287 

Qes 0.299 

Qms 7.07 

Vd 314.6 cm3 (19.2 in3) 

T

P

2.13 %  

&S 

arameter 

η０
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私共は新しい＜６０４ シリーズ デュプレックス(Duplex)ラウドスピーカ＞に誇りを持っています。 

そして本来これらの製品が持っている潜在能力を拡張させています。 

ては皆様が＜６０４ シリーズ デュプ ドスピーカー＞の新しい可能

り多く発見し､わくわくするような使い方をしていただければと期待をしています。 

比較表 

マグネット 
フェーズプラグ

ホーン インピーダンス ネットワーク 

 

 私共とし レックス(Duplex)ラウ

性をできる限

 

 

604

 

型番 
タンジェリン 

604E アルニコ なし セクトラル 16Ω シングル EQ 

604-8G アルニコ あり 8Ω シングル EQ セクトラル 

604-8H アルニコ あり マ  8Ω デュアル EQ ンタレイ

604-8K フェライト あり 8Ω デュアル EQ マンタレイ 

604-8L フェライト あり マンタレイ 8Ω デュアル EQ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


